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第10回 日本救急看護学会学術集会開催報告
名古屋市立大学看護学部 明 石 惠 子
第10回 日本救急看護学会学術集会企画委員会
第10回 日本救急看護学会学術集会を2008年11月7日 ・
8日 に名古屋国際会議場で開催 させていただきま した。
本稿では、その準備から開催の実際を報告いたします。




されま したので、名古屋国際会議場を予約 し、開催 日は
2008年11月7日 ・8日 に決定 しました。
次は、企画委員会の設置です。まず、看護学部教授会
で学術集会開催を報告 し、名古屋市立大学附属病院病院





員会開催に至りま した。 これらの企画委員は、 さらにプ
ログラム委員会、会場運営委員会、渉外 ・広報委員会、
懇親会委員会、庶務 ・会計に分かれて活動 しました(図














べ、それらを集約 していきま した。そ して、数回の議論



















演、 シンポジウム、セ ミナー、交流集会などを企画 しま
した。また、救急看護の実践力向上のための実技セ ミナー
として、 日本救急看護学会セ ミナー委員会による外傷初
期看護セミナー(11月8日 ・9日 開催)、ISLS中 部 との
共催による脳卒中初期診療 コース(11月6日 に名古屋大
学医学部附属病院で開催)、 さらに、学術集会による地






















ラ ンチ ョ ンセ ミナ ー、 展 示、 広 告 と して趣 意 書 を作 成 し、
協 賛 が 期待 で きそ うな 企 業 に配 布 しま した。 そ して、 渉
外 ・広 報 委 員 を 中心 に 企 画委 員 全 員 が人 脈 を頼 りに精 力
的 に活 動 しま した。 そ の結 果 、最 終 的 に 助成2件 、 寄付
15件 、 ラ ンチ ョンセ ミナ ー7件 、 展 示協 賛30件 、 広 告 掲
載42件 とな り、 目標 に近 い 金額 に達 しま した。 ま た、 学
術 集 会 当 日の機 材 提 供1件 、 ド リ ンク サ ー ビ ス協 賛3件












を検討 しま した。そ して企画委員の所属する施設を中心


















































問題を探求 したいという思いがありま した。 これは、明
石が学術集会長を拝命 した時から考え続 けていたことで
あり、それを表 したのがメインテーマ 「救急看護 は今
救急医療の 『差』のあるなかで私たちにできること ・私














































部長 当時)に よる 「メディカルコントロールの現状 と
課題 －看護師への期待」、黒田裕子先生(NPO法 人阪神
高齢者 ・障害者支援ネットワーク理事長)に よる 「看護
の魅力 ・私の看護実践－救急から在宅・災害看護まで－」、
稲葉一人先生(中 京大学法科大学院教授)に よる 「救急
看護 における法問題の解決に向けて」、 平尾明美先生
(青森県立保健大学講師 当時)に よる 「救急看護の質









急看護と トリアージ」、「自殺予防 と救急看護」の5つ の
テーマで行われま した。 これらは、救急医療現場で働 く
看護師が日常的に直面 している問題であり、それぞれの









本学術集会への参加者 は、会員901名 、非会員688名 、
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